
What We Create

マテリアリティ

健全で透明性の高い経営

実効性あるガバナンスと情報セキュリティの強化
を通じて、社会の信頼に応える健全で透明性の高
い経営を推進します。

菅江 美佐子

執行役員
兼 CDivO（チーフダイバーシティオフィサー）

一人ひとりの気づきを、誠実な行動へ

NECネッツエスアイグループでは、コンプライアンスを企
業文化として根づかせ、一人ひとりが自律的に判断し、行動
できる組織を目指すため、毎年1月17日を「NECネッツエ
スアイグループ・コンプライアンスの日」と定めています。
これは、過去の不正事案の教訓を風化させることなく受け継
ぎ、誠実な企業活動の原点を振り返る日です。また、11月
18日の「NECコンプライアンスの日」とあわせて、経営トッ
プが全役員・従業員等へメッセージを発信し、自らの判断や
行動を見つめ直す機会としています。
2025年度の「NECネッツエスアイグループ・コンプライ
アンスの日」では、約3,000名が参加するタウンホールミー
ティングを開催しました。社長と法務コンプライアンス部長

による対談では、変化の時代に求められるインテグリティ（高
い倫理観と誠実さ）や、違和感を見過ごさず声をあげることの
重要性を発信しました。
また、実際の業務で起こり得る事例を題材に、「自分ならど

う判断し、行動するか」を参加者とともに考え、理解を深め
ました。さらに、コンプライアンス研修等を通じて寄せられ
た約5,000件の「インテグリティ宣言」の一部を共有すると
ともに、参加者一人ひとりが自らの行動を振り返り、実践す
る誠実な行動を宣言しました。
今後も、高い倫理観と誠実さに基づく判断と行動を積み重

ねることで、コンプライアンスを企業文化として定着させて
いきます。
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健全で透明性の高い経営は、適切な意思決定と事業運
営を支え、お客さまやパートナー、従業員との信頼関係
を築く企業価値向上の基盤です。

その実現には、効果的で効率的なガバナンスの仕組み
と、一人ひとりが当事者として自覚を持ち、誠実な判断
と行動を重ねることが欠かせません。変化のスピードが
増す中でも、現場起点の挑戦と健全なガバナンスを両立
し、持続的な成長につなげていきます。

信頼と成長を支える経営基盤

  ガバナンス

「コンプライアンスの日」タウンホールミーティングの様子
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STEP1

体制をつくる

STEP3

体制を強くする

STEP2

自社で実践する

サイバー脅威に備え、信頼を守る Security by Designによる安全安心の提供

守るべき情報が増え、サイバー攻撃の脅威も複雑になる今、情報セキュリティは事
業の継続と社会からの信頼を支える経営基盤です。NECネッツエスアイグループは、
お客さま、お取引先、そして当社グループの大切な情報資産を守ることを重要な経営
課題と位置付けています。
サイバー攻撃の高度化・巧妙化やクラウドサービスの利用拡大などにより、備えるべ

き領域は広がり続けています。このような環境変化に対応するため、リスク・コンプラ
イアンス委員会が重点リスクを特定し、情報セキュリティ委員会を中心に、リスク評価
や教育・啓発、監査、インシデントの分析と再発防止を推進しています。各組織にも情
報セキュリティ管理推進者を配置し、事業特性に応じた管理を全社で徹底しています。
技術面では、ゼロトラストの考え方に基づくアクセス管理や多要素認証をはじめ、
防御・検知・対応力を強化しています。クラウドサービスやサプライチェーンに関す
るリスクへの対策を進めるとともに、NIST Cybersecurity Framework※1なども
参考に、継続的な改善に取り組んでいます。
万一のインシデントにも迅速かつ着実に対応します。NESIC-CSIRT※2を中心に最
新の脅威情報を収集し、実践的な訓練や人材育成を推進。一人ひとりの意識と組織の
対応力を高めながら、変化するリスクに強い経営基盤を築き、持続的な企業価値向上
につなげていきます。

デジタルの可能性を、確かな安心のもとで広げていく。NECネッツエスアイグルー
プは、お客さまに提供する製品・システム・サービスに企画段階からセキュリティを
組み込み、安全性を品質の一部としてつくり込んでいます。
その基盤となるのが「Security by Design」の考え方です。企画・提案から設計、
開発、テスト、運用・保守まで、一貫したセキュリティ対策を講じています。脆弱性管
理やセキュアコーディングなどサービスライフサイクル全体を通じたセキュリティ対策
を推進し、開発後に対策を補完するのではなく、あらかじめリスクを見据えることで、
製品・サービスの安全性と品質を高めています。こうした考え方は、生成AIをはじめ
とする新たな技術に対しても貫かれています。機密情報や個人情報の保護、人権・プ
ライバシーへの配慮、著作権や法令の遵守、説明責任と透明性の確保を重視し、NEC
グループの方針および統制基準に基づくAIガバナンスを推進しています。利用ルール
の整備や教育・啓発を通じ、適切に活用できる環境づくりにも取り組んでいます。
さらに、AIを利用するサービスにはセキュリティ基準とガードレールを適用し、情

報漏えいの防止、不適切利用の抑止、アクセス制御、ログ管理を徹底しています。新
たな技術だからこそ、その価値だけでなく影響にも責任を持って向き合う。技術革新
とリスク管理を両立させ、デジタルへの信頼を育んでいきます。
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※1 NIST Cybersecurity Framework（米国国立標準技術研究所が策定したサイバーセキュリティの指針）
※2 NESIC-CSIRT：NECネッツエスアイグループのセキュリティインシデント対応チーム
※3 SOCはお客さま向け外販サービス。その運用を自社にも適用し、NESIC-CSIRT と一体で体制を強化しています

・�経営が統括し、NESIC-CSIRT
を構築

・�脅威情報の収集・分析、インシ
デント対応

・�実践的な訓練と人材育成を
推進

・�外販サービスであるSOC※3を
自ら運用

・�24時間365日、自社ネットワー
クを監視・検知

・�ゼロトラスト／多要素認証で
防御を強化

・�実践で得た知見をCSIRT運用
へ反映

・�同じ知見を外販サービスの品
質へ還元

・�NIST CSFを参考に継続的に
改善

NEC
サイバーセキュリティ 

技術統括部

支援、技術情報・ 
施策展開、点検指示・

是正指導
情報展開、対策推進、

点検・是正指導

点検結果報告
事故発生時の報告

支援依頼、技術相談、
点検結果報告

任命・指示

事業部内の体制（例）

指示 報告
報告

経営システム
本部

事業部長

セキュリティ対策決定、
実施状況点検

システム・サービスのプロジェクト

セキュア開発運用実践者

プロジェクト責任者

営業 SE開発者 運用保守
担当者

  情報セキュリティ

セキュア
開発運用
推進者
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What We Create
マテリアリティ

新たな価値を創出する 
イノベーション力の強化

NECネッツエスアイは、挑戦する企業文化の醸
成と、お客さまとの共創・自社実践の加速を通じ
て、新たな価値創造を推進し、社会とともに成長
し続けます。

新たな価値創造を支えるのは、変化を捉え、自ら試し、次の
実践へつなげる企業文化です。総務部では、社内を支える役割
にとどまらず、業務や社会との接点で得た気づきを、新たな仕
組みへと具体化しています。その一つが、「データと科学に基
づく、戦略的オフィス構築」です。働き方が変化するなか、経
験や勘だけに頼るのではなく、AI等を活用した統計分析により、
オフィス施策の効果をデータに基づいて検証するアプローチを
導入しました。営業利益率とエンゲージメントの相関分析を通
じて、「部門・チームとしてのマネジメント」が重要な要因で
あることを特定。さらに社内アンケートを通じてオフィス環境
が寄与できる要素を抽出し、目指す姿と連動した3カ年のKPI
を設定しました。この考え方を具体化した取り組みの一つが、

MSCセンタービルのオフィスリニューアルです。建物の制約を
踏まえながら、リモートを含めたチームの協働を促す空間へと
再構築しました。KPIによる検証と改善を重ね、オフィスを組
織の活性化と価値創造を支える経営資源へと進化させるととも
に、そこで得た知見をお客さまへの提案にも生かしています。
総務部の挑戦は、オフィスづくりにとどまりません。AI

ナレッジ基盤、全社の事業継続を支える「デジタル災害対策
室」、南極観測の知見を次世代育成につなぐ「南極くらぶ」を
含む4つの実践が評価され、月刊総務主催の「総務アワード
2025」に入賞しました。今後も、自社実践で得た学びを組
織の力へと変え、挑戦と実践を重ねながら、新たな価値を生
み出す企業文化を醸成していきます。

挑戦を形にする、総務発の自社実践01TOPIC

芦田 潤司

取締役執行役員専務
兼 CFO（チーフフィナンシャルオフィサー）

当社の価値創造の源泉は、「自社実践」と「共創」の
DNAにあります。自ら実践するなかで得られた経験やノ
ウハウをデータやナレッジとして蓄積・活用し、新たな価
値へとつなげることで競争力の向上を図っています。

また、その成果をお客さまやパートナーとの共創へと展
開し、価値創造の輪を広げています。Lite & Quickの精
神のもと、挑戦と実践を重ねながら、価値創造を進化させ
ていきます。

自社実践と共創が生み出す価値創造の進化

戦略的オフィス構築の考え方を反映したMSCセンタービル
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重点パートナー向け新入社員合同研修の様子

現場知見とAIが実現する安全品質管理 パートナーとの共創基盤を支える人材育成

NECネッツエスアイは、社会インフラを支える企業として、安全・品質を事業活
動の根幹と位置付けています。より高い品質と安全を持続的に実現していくため、
2024年度にSQCC（Safety Quality Control Center）を設立し、2025年度から
本格運用を開始しました。
SQCCでは、施工・SIサービス・製品の各領域を対象に、有識者によるレビューや
第三者視点でのチェックを実施し、作業品質の向上と事故の未然防止に取り組んでい
ます。また、現場で発生する品質課題の分析や改善活動を通じて、全社横断での安全
品質ガバナンスの強化を推進しています。
さらに、長年にわたり蓄積してきた現場知見と品質データをAIに組み込み、

「SQCC有識者AIサービス」を開発。作業手順書の確認や改善提案を生成AIが支援
することで、品質レベルの平準化と業務効率化を実現しています。これにより、有識
者レビューの効率化と品質向上を両立し、時間や場所を問わず活用できる仕組みの整
備を進めています。加えて、AIを活用した安全品質管理モデルの特許出願にも取り
組み、現場ノウハウの知財化を推進しています。これらの取り組みを通じて、現場で
培った知見をデータとAIによって再現性の高い仕組みへと発展させ、品質向上を支
える基盤づくりにつなげています。 　
今後も、現場力とDX・AIの融合によって安全品質マネジメントを高度化するととも

に、高品質なサービス提供基盤の確立と安全品質事故ゼロの実現を目指していきます。

新たな価値を創出し続けるためには、企業の枠を超えた人材同士のつながりと相互
理解が欠かせません。当社は、主要取引先との連携強化を目的とした「重点パート
ナー制度」を2010年から運用し、共創による価値創出を推進しています。その一環
として、2025年度より重点パートナー向けの新入社員合同研修を開始しました。
現場業務を支える重点パートナーとの対話を重ねるなかで、特に中小企業において、

人材育成が共通する経営課題であることが明らかになりました。そこで当社は、個社
だけでは解決が難しい課題に共同で取り組む仕組みとして本研修を企画しました。
研修では、社会人としての基礎知識の習得に加え、企業や業種をまたぐ人的ネット

ワークの構築を重視しています。参加者同士が学び合い、交流することで、将来の協
業や共創につながる関係性を育むとともに、合同実施による人材育成の効率化も図っ
ています。
研修は、調達取引先でありビジネススクールを運営するサンワグループさまとの協

働により企画・運営しました。受講者からは、「今後の業務に活用できる」「新たな人
とのつながりを築くことができた」といった声が寄せられています。
本研修は、人材育成にとどまらず、多様な企業の人材が交流し、将来の協業や新た

な価値創出につながる共創基盤づくりを育む取り組みです。今後も、多様な知見や人
材が結び付く共創の輪を広げ、持続的な価値創出につなげていきます。
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What We Create
TOPIC TOPIC

  調達活動  SQCC

芝浦本社SQCC 日本橋SQCC　
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What We Create
マテリアリティ

一人ひとりが活き活きと輝く 
環境づくり

NECネッツエスアイは、社員一人ひとりが健や
かに、自分らしく力を発揮できる環境づくりを
進めています。

中島 一朗
執行役員 兼 人事部長

Well-beingを育む健康経営

当社は、人材戦略の基本方針として「健康経営の推
進」を掲げています。当社の価値創出の源泉は「人」
です。社員が心身ともに健康で、それぞれの能力を最
大限に発揮できることが、持続的な成長につながると
考えています。そのため、社員のWell-beingと組織
エンゲージメントの向上を重要な経営課題と位置付け、
健康経営を推進しています。一方で、生活習慣病やメ
ンタルヘルスをはじめとする健康課題への対応など、
総合的な健康の維持・増進に向けた取り組みの重要性
が高まっています。

こうした課題に対応するため、当社は「こころ」「体」
「環境」の3つの領域において、「健康風土づくり」「予防」
「重症化予防」の観点から、働き方改革や健康意識の向
上に積極的に取り組んでいます。さらに、その取り組
みを社員だけでなく、当社と関わりのある企業や地域
社会へも広げることで、Well-beingの向上と健康で活
力ある社会の実現に貢献しています。今後も健康経営
を重要な経営基盤の一つとして位置付け、社員ととも
に持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指して
います。

01TOPIC

社員が自分らしく力を発揮し、成長を実感できること
は、新たな価値を生み出す原動力となります。

当社は、互いを尊重し、個性や強みを活かせる環境づく
りを進めています。日々の対話を通じて、安心して挑戦
し、成長できるよう支えていきます。誰もが仕事に誇りや
やりがいを感じながら、活き活きと活躍できる会社であり
続けたいと考えています。

個性と強みが活きる組織へ

  健康経営の推進

健康経営への理解促進に向けた講演会

健康マスター検定の
取得を推奨し、
総取得者数は
約2,500名に到達。
企業別合格者数ランキング
では第5位となりました。
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社員の挑戦と成果を称える表彰式

互いを知り、想いをつなぐ 一人ひとりの声を、組織の力に

社員それぞれの想いや価値観の背景には、異なる経験や大切にしていることがあり
ます。そうした背景を知り、認め合うことが、自分らしく働ける組織の出発点です。
私たちは、一人ひとりが「挑戦し、成長し続ける個人」として、自分らしさを大切に
しながら働ける環境づくりを進めています。
そこで2025年度から、NECグループ共通の価値観である「NEC Way」と、社
員の信念や志を表す「My Way」を基軸に会社とのつながりを考える「NEC Way 
セッション」を展開しています。2025年度は、社員が自らの経験や価値観を振り返
り、それらをチームで共有することをゴールとして取り組みました。
この取り組みを促進するため、2026年度は大野社長の「まずは互いを知ることか
ら始めたい」との想いのもと、1on1を通じた「My Wayの相互理解」にも注力し
ています。日々の業務を離れ、仕事で大切にしていることや価値観、その背景にある
経験について語り合い、相互理解を深める機会としています。 
セッション後のアンケートでは、対象者約5,100名のうち52％が「NEC Wayへ
の共感が高まった」と回答し、43％が「価値観の共有によって判断軸が明確になった」
と答えています。互いの価値観や想いを知り、認め合うことで生まれる相互理解と信
頼が、自律的な行動や協働を支える土台となっています。

私たちは、社員一人ひとりが働きがいや成長を実感しながら力を発揮できる組織づ
くりに取り組んでいます。その実現に向け、エンゲージメントを重要な指標と位置付
けています。社員と会社、社員同士が信頼関係でつながり、共通の目標に向かって前
向きに行動できる状態を目指し、さまざまな施策を推進しています。
その一つが、経営層と社員が直接意見を交わすタウンホールミーティングです。会

社が目指す組織の姿や、各職場で進めるよりよい職場づくりの取り組みを共有すると
ともに、社員の声に耳を傾け、より良い働き方や組織のあり方を、ともに考える機会
としています。若手社員の声を踏まえたモバイルモニターの追加配備など、寄せられ
た声を具体的な改善にもつなげています。
また、社員の挑戦や成果を称え、組織全体の活性化につなげるため、全社表彰制度

を刷新しました。業績への貢献に加え、NEC Wayに基づく行動や価値創出も評価
し、成果に至るまでの工夫やプロセスを全社で共有しています。受賞者を称えるだけ
でなく、優れた取り組みを広く発信することで、互いを認め合い、高め合う文化の醸
成を目指しています。参加者アンケートでは、表彰式に参加した社員の95%が「仕
事のモチベーションにつながった」と回答しました。私たちはこれからも、対話と称
賛を通じて、一人ひとりが活き活きと活躍できる環境づくりを進めていきます。
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What We Create
TOPIC TOPIC

NEC Way（会社の志） My Way（個人の志）

信　念

志

行　動
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